
ワイワイと、にぎやかに作業するのが秘訣です！
「枝豆は失敗しちゃったけど、レタスやトマトは成功です。キュウリは、虫がついちゃってちょっと心配ですね」
大きな目をくるくるさせながら、いつも笑顔の石塚晶子さんは、
卸町5丁目公園町内会の「はたけくらぶ」で部長を務めています。
支援で届いた土や苗、種を有志で栽培したのが始まりで、
「せっかくだからサークルを作りましょう」との声が高まり、
20才代から80才代まで、22名の参加を得て発足しました。
農家の方や家庭菜園のベテランもいて、「無農薬で栽培する」
「楽しく作っておいしく食べる」を目標に、日々の畑作業をしています。
「私のような素人からベテランまでいるんだから、意見が食い違うのは当たり前ですよ。
喧嘩しながらも、最後は話し合いで決着する、そんな雰囲気が自然に出来ていましたね」
「歩く事がやっとのお年寄りでも、畑作業をしている間はキリッとしているんですよ。
ひとり住まいの方の安否確認にもなるし、何よりも生き生きしている姿がうれしいじゃないですか」
部長になってからは、住人皆の健康にも気を配りたい、と考えるようになった石塚さんです。
「皆、家族なんだから。縁があって、この仮設住宅に集まった人たちは、
いつの日か離れてしまう運命だけど、ここに暮らしている間は家族同然ですよ」
石塚さんと「はたけくらぶ」は、野菜だけでなく、人のつながりも育てています。

愛情込めて、おいしくな～れ！

「はたけくらぶ」の部長さん

第 9号

今月の
ひと

震災復興 地域かわら版
http://www.sendai-mirain.com　

「みらいん」は、

震災からの復興に向けて

歩むまち・仙台の “ひと”と “地域 ”の

今を結ぶ情報紙です。

◀プレハブ住居が並ぶ通路
の両脇に、枕木で囲んだ
黒々とした土と、盛んに
空を目指す緑の葉が茂っ
ています。「今度は、有機
栽培に挑戦したいですね」
と石塚さん

2012



初
の
サ
ロ
ン
開
催
ま
で

南
小
泉
仮
設
住
宅
は
被
災
さ
れ
た
お
よ

そ
八
十
世
帯
が
お
住
ま
い
の
集
合
住
宅
で

す
。自
治
会
は
入
居
か
ら
ま
だ
日
も
浅
い

昨
年
八
月
に
は
立
ち
上
が
り
、そ
の
女
性

部
と
し
て「
な
で
し
こ
会
」が
発
足
し
た
の

は
九
月
。早
い
段
階
で
仮
設
住
宅
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

た
だ
、み
な
し
仮
設（
公
務
員
住
宅
、社

宅
な
ど
や
、県
が
借
り
上
げ
た
民
間
賃
貸

住
宅
）と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、プ
レ
ハ

ブ
の
仮
設
住
宅
に
比
べ
て
支
援
の
手
は
多

く
な
く
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
催
し
は
入
居

後
し
ば
ら
く
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
ん
な
な
か
、「
サ
ロ
ン
を
や
っ
て
み
て

は
」と
自
治
会
か
ら
提
案
を
受
け
た「
な
で

し
こ
会
」が
、十
一
月
に「
サ
ロ
ン
な
で
し

こ
」（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）を
初
め
て
開
催
し

ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
た
ち
の
口
コ
ミ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
、知
り
合
い
に
声
を
か
け
、当

日
参
加
し
た
の
は
お
住
ま
い
の
方
の
ほ
か

に
、そ
の
お
友
達
や
親
戚
、近
隣
の
み
な
し

仮
設
に
お
住
ま
い
の
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

人
た
ち
。そ
の
後
も
月
に
一
度
定
期
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

人
と
人
が
つ
な
が
る
場
所
づ
く
り
を

南
小
泉
仮
設
住
宅
で
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
集
ま
り
が
あ
れ
ば
、な
で
し
こ
会
は
も

ち
ろ
ん
、自
治
会
か
ら
も
住
人
た
ち
に「
知

り
合
い
に
声
を
か
け
て
誘
っ
て
」と
積
極

的
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

入
居
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、集
会
所
が

無
く
も
ど
か
し
い
思
い
を
し
て
い
た
南
小

泉
仮
設
住
宅
だ
か
ら
こ
そ
、〝
交
流
す
る

場
所
が
あ
る
こ
と
〞
の
大
切
さ
を
身
に
し

み
て
感
じ
て
い
た
の
で
す
。

み
な
し
仮
設
に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、

日
常
的
に
集
ま
っ
て
交
流
を
す
る
場
所
が

あ
り
ま
せ
ん
。「
な
ら
ば
、こ
こ
の
集
会
所

に
き
て
も
ら
お
う
」と
い
う
思
い
を
多
く

の
住
人
が
持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
ひ
と
つ
が
サ

ロ
ン
な
で
し
こ
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
サ
ロ

ン
で
懐
か
し
い
顔
と
再
会
し
た
り
、新
し

く
誰
か
と
出
会
っ
た
り
し
て
、こ
こ
か
ら

絆
が
生
ま
れ
て
い
っ
て
欲
し
い
」と
は
、な

で
し
こ
会
の
代
表
・
庄
子
千
枝
子
さ
ん
。

「
な
で
し
こ
会
で
は
、サ
ロ
ン
以
外
に
も
イ

ベ
ン
ト
で
出
す
料
理
を
皆
で
作
っ
た
り
、

遠
足
気
分
で
移
動
サ
ロ
ン
を
開
い
た
り

と
、皆
で
集
ま
れ
る
楽
し
い
催
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。と
に
か
く
い
ろ
ん
な
人
と

会
っ
て
お
話
を
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。ど
こ
に
住
ん
で
い
る
か
ら

と
か
は
関
係
な
く
、一
度
サ
ロ
ン
に
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

昨
年
輝
か
し
い
活
躍
を
し
た
、女
子

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
頑
張
る
姿
に
あ
や

か
り
名
づ
け
ら
れ
た「
な
で
し
こ
会
」。彼

女
た
ち
は
、今
日
も
若
林
の
地
で
笑
顔
の

輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

招待状
なでしこたちの

招待状
なでしこたちの

メンバー＆

参加者の声メンバー＆

参加者の声

たくさんの笑顔が集まる「JR南小泉アパート仮設住宅
（以下、南小泉仮設住宅）」の集会所。その顔ぶれはお住
まいの方、みなし仮設の方、そのお友達と、さまざま
です。ここでは、女性たちを中心に出会いのきっかけづ
くりが行われていました。

JR南小泉アパート仮設住宅
自治会女性部　なでしこ会
JR南小泉アパート仮設住宅
自治会女性部　なでしこ会

アパートの方も

借り上げ民間賃貸住宅の方も

皆で一緒に楽しみましょう！

最初は誰が住んでいるのかもわからなかったけど、サロンがきっかけで皆さんと仲良くなれました。皆さんに
声をかけてもらえるのがとてもうれしい。

不安なことはあるけれど、参加されている方の笑
顔を見ると悲しい顔はしていられません。今は
もっとたくさんの方に来ていただくために、どん
なことをしようかと代表の庄子さんと思索してい
ます。まだ参加されていない方にもどんどん声が
けをしていきたいですね。皆さんぜひいらしてくだ
さい。一緒に楽しい時間を過ごしましょう。

●サロンなでしこ
月に１回定期的に行っているサロンは、区役所や社会福祉協議会の協力
で、軽体操を行ったり歌を歌ったりと和やかな雰囲気で進められます。プ
ログラムの最後は「お茶飲み」。お茶菓子を持ち寄り、茶飲み話で盛り上が
ります。

●移動サロンなでしこ
4月末には、仙台市天文台、定義山をめぐるバスツアーを開催。遠足気分の
バスツアーでプチ旅行を満喫しました。

●イベントの食事支度
なでしこ会の料理名人・庄子蘭さんの直伝餃子は南小泉仮設住宅のイベ
ントでは、もはや定番の人気メニュー。参加者がそれぞれ包丁とまな板を
持ち寄り、食材を切り刻む様は圧巻です。皆でひとつの料理を作り上げる
から達成感もひとしお！　もちろん味も好評です。

花渕 芳子さん（南小泉仮設在住）花渕 芳子さん（南小泉仮設在住）

花渕 みどりさん（南小泉仮設在住）
なでしこ会　副代表　

皆で顔を合わせて、くだらない話をして
盛り上がっています（笑）。今の住まいで
は隣近所と顔を合わせることも無いの
で、ここで皆と話せる時間がうれしい。移
動サロンで定義山にいったときは小学校
の遠足のようでとても楽しかったです。

佐藤 みや子さん（文化町在住）
皆さんに仲良くしていただいて、今では
ここは自分の第２の居場所だって思って
います。みなし仮設の人たちの情報交換
の場にもなっていますね。近所で買い物
をしていて、南小泉仮設住宅の方と会う
と「またおいでね」って声をかけてくれる
んです。それがとてもうれしくて、今度は
私がまだここに来てない人に「おいで」っ
て声がけしたいです。

はじめてここでイベントをしたときから、住人以外の人たちにきて
もらうよう、積極的にそれぞれの知人や親戚などに声をかけてもら
いました。（みなし仮設は）やはり、支援の手が圧倒的に少ないので
ね。いろんな人に来てもらって楽しんでもらいたい。こんなときに人
に伝える口コミの力や、一緒に料理を作る団結力といった、なでし
こ会の女性たちのパワーが必要になるんですね。

中島 弘子さん（保春院前丁在住）

JR南小泉アパート仮設住宅
自治会長 大久保 勝彦さん

なでしこ会は

どんなことを

しているの？

なでしこ会は

どんなことを

しているの？

今後のスケジュール今後のスケジュール

らん

サロンなでしこ
（JR南小泉アパート仮設住宅集会所）
サロンなでしこ

（JR南小泉アパート仮設住宅集会所）
8月のサロンはお休みです。

次回は9月中旬以降を予定しています。
8月のサロンはお休みです。

次回は9月中旬以降を予定しています。

サロンなでしこ

イベントの食事支度

ほかに秋の移動サロン、手芸の会を企画中。
イベント情報はブログで随時更新しています。

JR南小泉仮設住宅 で検索を。

3 2

移動サロンなで
しこ



▶参加者が作成した図面や地図を
提示して、荒浜の将来像につい
て活発な意見交換がありました

▶地域の拡大した地図を前に、
熱心に話し合う参加者

▶新しい事務所で、
　話合いにも熱が入る参加者

5 4

まちの語り場
集団移転、単独移転、現地再建…。沿岸部にお住まいだった方は今、お住
まいの再建に向けて地域ごとに話し合いを進めています。このコーナー
では、それぞれの団体で話し合われている内容についてお知らせします。

明日の三本塚を考える会

6月30日（土）
第4回六郷東部地区住まいまちづくり学習会
内　容

当日の様子

●住民提案「六郷東部しなやか復興ビジョン」
　案の検討
●圃場整備に関する農政局訪問の報告
住民提案の中から、●農業のこれから●地区内移転
について●生活再建に向けて困難に感じること、につ
いてグループで話し合いました。兼業農家の方からは、
集団営農をしないと各種助成が受けられない仕組み
が、小規模農家にとって不安材料になっている事。地
区内移転を希望する世帯は、現在11軒である事が報告
されました。生活再建の問題では、小規模農家の営農
継続が困難になった状況について話し合いました。

荒浜再生を願う会

7月9日（月）定例会議
内　容

当日の様子 当日の様子

●荒浜の将来像の各自プラン発表

参加者が各自で考えた荒浜の将来像を図面や絵に
して発表しました。従前地で再建を考える場合には
高床式の住宅や盛土・擁壁の工夫などが見られ、集
約型住居の場合は盛土造成地区と県道との関係を
考えて、公共性の高い施設を設置するなど、地域住
民はもとより海岸公園利用者の安全も考慮したプラ
ンが提示されました。

新しい拠点としてサンピア会議室を使用する事にな
りました。コピー機やパソコンなども準備して、会員へ
の情報提供に活用する事を報告しました。14日の意
見交換会の議事内容や役割分担を話し合い、また、
仙台市への要望事項として、津波流失被災者への追
加支援や復興公営住宅の低家賃及び免除期間の設
定、荒井西・南地区への公営住宅設置などを協議し
ました。

集団移転の早期実施と
移転後の荒浜の地域コ
ミュニティ再生を目的と
しています。

東六郷地区における農地と
宅地の一体的な整備や住民
主体のまちづくりを目指して
います。

荒浜移転まちづくり協議会

7月6日（金）定例会議 サンピア会議室
内　容 ●新事務所用の備品等の説明

●7月14日に開催する意見交換会の役割分担を協議

みらいん編集部

取材ダイアリー 6月 みらいん編集部は、毎日読者の皆さんと一緒にさまざまな催しや出来事に
参加し、取材しています。その一部をご紹介します。

荒浜に戻って生活再建を
目指す住民有志が中心
となって活動しています。

16日（土） 梅雨空なんか吹き飛ばせ！
荒浜キッズの運動会（荒浜小学校〔東宮城野小学校内〕）

　荒浜小学校の運動会へ。校庭には万国旗がはためき、運
動会の雰囲気は大いに盛り上がります。児童の徒競走やリ
レーには大きな声援が飛び、保護者と地域
住民も参加した綱引きや玉入れは、白熱
の接戦になりました。あいにくの天気にも
関わらず真剣に取り組む児童の姿は、集
まった家族や地域の皆さんに感動を与えて
いました。

屋外クッキングー！
（JR南小泉アパート仮設住宅）

　味の素の移動式調理台
「どこでもキッチーン」がお目
見え。百戦錬磨の主婦の皆
さんも屋外調理に興味津々
です。少し肌寒い空模様でし
たが、野菜たっぷりのヘル
シーな冷やし中華を調理し、
おいしくいただきました。

25日（月）

猿がやってきた！
（卸町５丁目公園仮設住宅）

　小雨のぱらつくなか始まっ
たのは、山口県岩国市から
やってきた猿回し一座の公
演。雨が嫌いだというお猿さ
んですが、ちゃんと芸を見せ
てくれるかと見守る皆さんの
前で大技をいくつも成功さ
せました！

2日・3日（土・日） 田植え＆交流会
(山形県新庄市)

　新庄市とネットワーク農
縁の招きで、若林区と東松
島市の仮設住宅にお住ま
いの皆さんが、田植えをしま
した。田んぼでは、ぬかるみ
に足を取られて動けなく
なってしまう人も現れ、周囲
の笑いを誘っていました。

10日（日） お世話になった校舎を清掃
（荒浜小学校）

　津波をかぶった校舎をキレイにし
ようと、荒浜住民有志の「荒浜再生
を願う会」が清掃活動を企画。悪天
候にも関わらず、住民やボランティ
アなどおよそ200人が集まり、ガレ
キや泥に汚れた備品を運び出しま
した。会では今後も荒浜地区の清
掃を続けるとのことです。

30日（土） みんなできれいにしました
（東六郷小学校）

　朝9時過ぎからぞくぞく
と集まってきたのは、東六
郷小学校のPTA、地域住
民、教職員の方々約100
名。参加者は、黙とうをさ
さげた後、災害の爪あとが
残る校舎に入り津波被害

を受けた学校の清掃と備品の片付け作業に精を出しました。

29日（金） 日辺寄席の開演ですよ
（日辺グラウンド仮設住宅）

　満勝寺（青葉区柏木）の主催で
「若林復興演芸会」が開催されま
した。東京の寄席に出演している
お2人による、落語、大神楽、獅
子舞に、梅雨の湿った気分を吹
き飛ばす大笑いの1時間でした。

16日（土）

震災復興祈念バラまつり
（仙台市農業園芸センター）

　200種1,200株のバラが
見事に咲き競うバラまつり。
色とりどりの美しい見た目、
香りに癒されたのはもちろ
ん、津波をかぶりながらもた
くましく花を咲かせたその生
命力に力をもらいました。

14日（木）

仙台弁語り
（荒井７号公園仮設住宅）

　仙台弁使いの達人・渡辺
裕子さんが集会所を訪問。お
住まいの方々が持ち寄った
手づくりのお料理を囲み、
アットホームな雰囲気のな
か、仙台弁の詩や川柳を読み
上げました。

13日（水）

代表 末永薫（問い合わせがある場合は直接定例会議においでください）
定 例 会 議：毎週金曜日19：00～ サンピア2F 会議室4

問い合わせ先：代表 貴田喜一 090-8254-4270
定 例 会 議：毎週月曜日19：00～ 荒井小学校用地仮設集会所

問い合わせ先：代表 小野吉信　090-3122-4843
会議、学習会は自由参加、随時開催

読者からひとこと

●3月に集会所の脇にあった自動販売機が撤去されてしまっ
たんですが、先日、また新しく設置されました。待ち望んでい
たので、とてもうれしいです。集会所の脇にはポストもある
し、生活をするのにとても便利で、すごくありがたいですね。
 太白区／村井 さん 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●再建中の自宅が12月に完成予定です。震災前は息子夫婦
と暮らしていましたが、これからは娘夫婦と一緒。言いたいこ
とを言い合えて楽な反面、衝突しないか心配です。食事の好
みや寝起きの時間など、気になることもあるけど、うまくやっ
ていきたいです。 若林区／N・K さん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●町蒲生出身です。蒲生２丁目から福田町のアパートへ移り
ました。その後、「中野小が中野栄小学校に間借りして開校し
ている」と聞いて中野小へ子どもを通学させています。先日
の授業参観では、人数は少ないけれど楽しそうにやっていた
ので安心。昨年に比べて今年は運動会も盛り上がって楽し
かったです。このまま中野小生として進んでくれればありがた
いですね。 宮城野区／篠澤幸代 さん
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仮設住宅やご近所で開催される催し物や相談会、
支援団体による支援情報などを紹介します。
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で
も
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。
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光
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で
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業
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ま
し
た
。

　

渡
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さ
ん
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役
員
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め
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は
、
十
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前
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な
っ
た
夫
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に
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し
、
現
在
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長
男
の
正

さ
ん
が
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を
務
め
、
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キ
コ
さ
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事

務
方
の
仕
事
を
サ
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ト
し
て
い
ま
す
。

　

夫
と
の
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人
三
脚
が
、
そ
の
後
、
そ
し

て
震
災
後
、
長
男
の
正
さ
ん
と
の
二
人
三

脚
に
変
わ
り
、
そ
れ
を
ス
タ
ッ
フ
、
地
域

の
お
客
さ
ん
た
ち
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支
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。
元
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沿
岸
地
域
の
顧
客
が
多
か
っ
た

た
め
震
災
被
害
に
遭
っ
た
方
も
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務
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災
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い
る
そ
う
で

す
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し
か
し
、
完
全
復
旧
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目
指
し
て
少

し
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つ
前
進
し
て
い
る
様
子
で
す
。

　

会
社
は
高
さ
二
㍍
の
津
波
に
襲
わ
れ
、

深
刻
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
お
客
さ
ん

た
ち
の
車
は
流
さ
れ
、
工
場
内
の
精
密
機

械
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ほ
と
ん
ど
使
い
物
に
な
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。
辺
り
一
面
の
ガ
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キ
の
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見

て
、
渡
辺
さ
ん
は
「
一
時
は
再
開
を
あ
き

ら
め
ま
し
た
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と
振
り
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ま
す
。
そ
れ

で
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前
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た
の
は
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工
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た
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す
。
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と
再
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で
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。
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言
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で
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た
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で
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従
業
員
を
は
じ
め
、
親
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し
て
き
た

お
客
さ
ん
や
親
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の
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々
が
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も
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で
す
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さ
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の
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だ
か
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、
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十
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く
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来
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手
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く
れ
た
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で
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」

　

四
十
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前
、
当
時
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内
の
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手
デ
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ー

ラ
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に
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し
て
い
た
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ら
、
会
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独
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し
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の
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い
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の
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と
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ま
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。
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来
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た
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客
さ
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た
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。
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築
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介
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て
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れ
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と
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で
地
道
に
や
っ
て
き
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で
す
。
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さ
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た
。
き
ち
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仕
事
で
そ
の
恩
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報
い
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の
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思
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。
こ
の
（
津
波
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受
け
た
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場

所
で
再
開
し
た
こ
と
で
、
同
じ
境
遇
の
人

た
ち
を
少
し
で
も
勇
気
付
け
ら
れ
れ
ば
い

い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
」

　

渡
辺
さ
ん
は
最
近
、
か
つ
て
隣
近
所
に

暮
ら
し
、
現
在
は
仮
設
住
宅
に
住
む
人
た

ち
か
ら
、「
ま
た
（
地
元
に
）
戻
り
た
い
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
と
い
い
ま

す
。

　
「
な
し
て
、
こ
ん
な
と
こ
さ
ま
た
来
た

い
の
？
」

　

渡
辺
さ
ん
が
不
思
議
に
思
っ
て
そ
う
尋

ね
る
と
、
こ
う
言
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
「
あ
ん
た
た
ち
が
い
る
か
ら
さ
」

お
客
や
従
業
員
に
支
え
ら
れ

震
災
後
一
ヵ
月
で
営
業
再
開

お
世
話
に
な
っ
た
地
域
に

仕
事
で
恩
に
報
い
る
と
決
意

取材：下澤大祐＠東北大学
情報ボランティア＠仙台　ブログでも発信中です。
「絆に支えられ、地域に希望を与える自動車工場」　http://fl at.kahoku.co.jp/u/volunteer16/　より（地域SNS「ふらっと」ブログ）

◀震災直後の様子。
　2011年3月18日撮影

健康相談などのお知らせ 電話：022-282-1111（若林区家庭健康課・障害高齢課）健康相談などのお知らせ 電話：022-282-1111（若林区家庭健康課・障害高齢課）
相談名 開催日 時　間 会　場 内　容 担　当 問合先

母と子の健康相談
8月24日（金） 13：30～14：30 若林区役所3階

育児の心配や母と子の健康についての
相談 保健師・栄養士・歯科衛生士

家庭健康課
内線6772

8月14日（火） 9：30～10：30 七郷保健センター
9月7日（金） 9：30～10：30 六郷保健センター

子どものこころの
相談室

8月23日（木）
9月13日（木） 午後・予約制 若林区役所3階 震災後の子どものこころの健康に関す

る相談（要予約） 児童精神科医

健康づくり講話
8月30日（木）

13：30～14：30 若林区役所3階　
健康教育室

「続く「せき」が心配な方のために」 はやし内科クリニック　医師 家庭健康課
内線6785健康づくり相談 14：30～15：30 健康相談 保健師、栄養士、歯科衛生士

こころの健康相談
8月16日（木）
8月28日（火）
9月6日（木）

13：30～16：00 若林区役所3階 こころの健康に関する相談（要予約）
精神科医師、精神保健福祉相
談員、保健師など

障害高齢課
内線6752

震災こころの相談 随時
（土日祝日除く） 8：30～17：00 若林区役所1階窓口

など 震災によるストレスやこころの相談

高齢者総合相談 随時
（土日祝日除く） 8：30～17：00 若林区役所1階窓口

など 高齢者の健康や介護・福祉の相談 保健師など

障害高齢課
内線6307

認知症高齢者の
家族交流会 9月7日（金） 13：30～15：00 若林区役所3階

健康教育室
認知症の方を介護している家族の
交流会 保健師など

認知症の介護講座
と相談会 8月25日（土） 講　座：13：30～14：30

相談会：14：30～16：00

若林区中央市民
センター　別棟
第3会議室

講　座：「本人が安心できる接し方につ
いて」
相談会：相談

講座：「認知症の人と家族の会」
宮城県支部代表関東澄子氏

相談名 開催日 時　間 会　場 内　容 担　当 問合先

母と子の健康相談
　 7 月27日（金）★ 13：30～14：30 若林区役所3階 育児の心配や母と子の健康についての相談

★保健センターでの歯科相談は隔月で行い
ます

保健師・栄養士
★の日は歯科衛生士もおります

家庭健康課
内線6772

7 月10日（火） 9：30～10：30 七郷保健センター
8 月 3 日（金） 9：30～10：30 六郷保健センター

子どものこころの
相談室

7 月12日（木）
7 月26日（木）
8 月 9 日（木）

午後・予約制 若林区役所3階 震災後の子どものこころの健康に関する相
談（要予約） 児童精神科医

健康づくり講話
7 月18日（水）

13：30～14：30 若林区役所3階
健康教育室

「頻尿・尿失禁などの悩みについて」 河原町泌尿器科　医師 家庭健康課
内線6785健康づくり相談 14：30～15：30 健康相談 保健師、栄養士、歯科衛生士

こころの健康相談

7 月11日（水）
7 月19日（木）
7 月24日（火）
8 月 2 日（木）
8 月 8 日（水）

13：30～16：00 若林区役所3階 こころの健康に関する相談（要予約）
精神科医師、精神保健福祉相
談員、保健師など

障害高齢課
内線6752

震災こころの相談 随時（土日祝日除く） 8：30～17：00 若林区役所1階窓口
など 震災によるストレスやこころの相談

高齢者総合相談 随時（土日祝日除く） 8：30～17：00 若林区役所1階窓口
など 高齢者の健康や介護・福祉の相談 保健師など

障害高齢課
内線6307認知症高齢者の家

族交流会 7 月13日（金） 13：30～15：00 若林区役所3階
健康教育室 認知症の方を介護している家族の交流会 保健師など

〝
●
●
●
●
●
●
●
〞

巡回相談
　地域支えあいセンターによる巡回相談です。生活上の
困りごとなどの相談に応じています。
対象  主に借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方

巡回相談（7月10日～8月10日　9：30～15：00）
▼七郷市民センター 7月13日、20日、27日
   8月3日、10日
▼若林市民センター 7月24日　
▼沖野市民センター 7月21日　
▼六郷市民センター 7月11日、18日、25日
   8月1日、8日
▼荒町市民センター 7月18日、8月1日　
▼JR南小泉アパート（10：00～15：00）　7月28日
※常設の「支えあいセンターわかばやし」もご利用ください
住所  若林区中央市民センター別棟2階（保春院前丁3-4）
022-781-0559（開所時間／8：30～17：00、相談受付／9：
30～15：00、休／日・月曜日、祝日の翌日、年末年始）
問  022-217-7234仙台市社会福祉協議会　中核支えあいセンター

巡回相談
　地域支えあいセンターによる巡回相談です。生活上の
困りごとなどの相談に応じています。
対象  主に借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方

巡回相談（8月10日～9月10日　9：30～15：00）
▼七郷市民センター　8月10日、24日、31日　▼若林
市民センター　8月28日　▼沖野市民センター　8月25
日　▼六郷市民センター　8月22日、29日　▼荒町市民
センター　8月22日
※常設の「支えあいセンターわかばやし」もご利用ください
住所  若林区中央市民センター別棟2階（保春院前丁3-4）
022-781-0559（開所時間／8：30～17：00、相談受付／9：
30～15：00、休／日・月曜日、祝日の翌日、年末年始）
問  022-217-7234仙台市社会福祉協議会　中核支えあいセンター

復興バザー・フェスティバル
　多数の品物を安価で提供する復興バザー、久しぶりの
出会いに和む喫茶コーナー、似顔絵師の登場やミニコン
サート、子ども遊びのコーナーなどが開かれる3日間のバ
ザー・フェスティバルです。家族連れでどうぞ。
対象  どなたでも参加できます　所  七郷市民センター
時  7月13日（金）～15日（日）10：00～15：00
【ボランティアも同時募集】
イベント運営の簡単なお手伝いをしてくれるボランティアを
募集しています。事前に連絡をいただくか、当日会場の
総合案内所に申し出てください
問  090-3385-5567六郷・七郷コミネット　復興バザー・
フェスティバル運営委員会（長山）

荒浜地区で唯一再開した自動車工場にて。
仕事場での渡辺アキコさん

多重債務無料法律相談会
　借金・多重債務問題の相談を、弁護士が無料でお受け
します。予約制です（30分間）。
対象  市内在住、在学または在勤している方
時  7月26日（木）、27日（金）10：00～12：00、13：00～16：00
会場  仙台市消費生活センター
申込方法  7月9日（月）から7月20日（金）までに、電話でお申
し込みください
問  022-268-7867　仙台市消費生活センター
　青葉区一番町4-11-1　141ビル5階（受付9：00～18：00）

仕事に就きたい方をサポートします
　仕事探しを総合的にサポートする就労支援相談センター
「わっくわあく」が誕生しました。企業と求職者をつなぐこ
とはもちろん、日常生活のサポートや就労前トレーニング、
就職後まで継続的に支援します。利用無料。
対象  震災で職を失った方や、能力・経験不足・ブランクなど
で就労が難しいと感じている市内の仮設住宅にお住まいの方
支援内容  はじめに面談を行います（要予約）。その後個別の
サポート計画を作成し支援を実施します
受付時間  9：30～17：00（土・日曜日、祝日、年末年始は休み）
問  パーソナルサポートセンター就労支援相談センター
「わっくわあく」　青葉区二日町6－6　シャンボール青葉2
階　予約専用電話／022-395-6323

-被災地の記憶を想う-
「RE:プロジェクト」記録展
　東日本大震災により甚大な被害を受けた地域で紡がれ
てきた豊かな記憶を、写真と言葉で振り返る記録展です。
入場無料。
対象  どなたでもご覧いただけます
時  開催中（7月27日（金）までの平日9：00～17：00）
所  仙台市役所1階ギャラリーホール
内容  写真・証言パネル約150点の展示など
問  022-301-7405公益財団法人仙台市市民文化事業団事
業課　Eメール：info@sendaicf.jp

お客さんや親戚の力も借
りて事業を再開した現在
の深沼自動車整備工場

▶

聴覚障がい者向けの代理電話支援
　耳に障がいがある方と健聴者の電話を通訳する代理電
話支援を行っています(要登録、利用無料)。健聴者が話
す内容をオペレータが携帯メールやFAX、テレビ電話な
どを用いて手話・文字で通訳します。他にテレビ電話で
の遠隔通訳、臨時災害FM情報の文字化も行っています。
対象  被災3県（宮城・福島・岩手）にお住まいの聴覚障が
いがある方
申込方法  希望者のお名前・住所・FAX・音声電話（利用可
能な方）・メールアドレス・生年月日・性別を明記し、別途、
身体障がい者手帳のコピーを添えて、FAX、Eメール、
Webで登録ください
問・申  FAX：0120-522-899日本財団　遠隔情報・コミュニ
ケーション支援センター
Eメール：nf-support@plusvoice.jp
Web：http://plusvoice.jp/nf-support/

多重債務でお悩みの方はいませんか？
　東北財務局では専門相談員を配置し、自らの収入で返
済できないほどの借金を抱え悩む方々の相談に応じてい
ます。必要に応じて弁護士・司法書士にも引継ぎます。
対象  多重債務でお悩みの方（自営業者も含む）
時  月～金曜日9：00～17：45（祝日除く）
問  022-266-5703（直通）、022-263-1111（内線3080）
東北財務局　金融監督第三課（青葉区本町3-3-1）
［相談無料・秘密厳守］

荒浜地域お盆供養会のお知らせ
震災被害者に向けた盆供養を下記の日程で行います。
対象  荒浜地区にお住まいだった方
〈盆の入り・高灯ろうの設置〉　日時  8月13日（月）18：00～
内容  浄土寺住職の供養と吉水講のご詠歌
〈盆踊り〉　日時  8月15日（水）18：00～
会場  どちらも荒井小学校用地仮設住宅広場　※小雨決行
〈送り盆・灯ろう流し〉
日時  8月18日（土）15：00～　会場  荒浜貞山堀
主催  荒浜新町、荒浜北、荒浜東、荒浜西、荒浜南の5町内会
※ 灯ろうは各自持参。当日参加できない方は、17日まで
荒井小学校用地仮設集会所まで届けてください
※駐車場に限りがあります。乗り合いにご協力ください

町田宗鳳先生の「風の集い」
　広島大学大学院教授の町田宗鳳先生による、日本の禅
を現代人向けにアレンジした“SOHO禅”の体験座談会。
「ありがとう」とゆっくり発声しネガティブな気持ちにも効
果がある画期的な瞑想法です。
対象  どなたでも参加できます。申込不要
日時  8月26日（日）14：00～17：00
会場  仙台市福祉プラザ11階（青葉区五橋2-12-2）
参加費  被災された方は無料、一般参加2000円
問  090-3420-8622風の集い事務局（河原）

大崎八幡宮雅楽演奏会「雅楽の夕に、」
　震災復興をテーマとした、参加型の雅楽演奏会。雅楽
のプロによる演奏や雅楽の唱歌を一緒に歌います。
対象  どなたでも参加できます。参加無料。
日時  8月13日（月）16：00～18：00
会場  大崎八幡宮境内（青葉区八幡4-6-1）
内容  雅楽の演奏、災害復興についてのトークなど
問  022-234-3606　大崎八幡宮社務所

母と子の健康相談 8月24日（金） 13:30～14:30 若林区役所3階
 8月14日（火） 9:30～10:30 七郷保健センター
 9月7日（金） 9:30～10:30 六郷保健センター 育児の心配や母と子の健康についての相談 保健師・栄養士・歯科衛生士 家庭健康課　内
線6772
子どものこころの相談室 8月23日（木）、9月13日（木） 午後・予約制 若林区役所3階 震災後の子どものこころの健康に関する相談（要予約） 
児童精神科医
健康づくり講話  講話：13:30～14:30  講話：「続く「せき」が心配な方のために」 講話：はやし内科クリニック　医師
健康づくり相談 8月30日（木） 相談：14:30～15:30 若林区役所3階　健康教育室 相談：健康相談 相談：保健師、栄養士、歯科
衛生士 家庭健康課　内線6785
こころの健康相談 8月16日（木）、28日（火）、9月6日（木） 13:30～16:00 若林区役所3階 こころの健康に関する相談（要予約） 精神科医師、精
神保健福祉相談員、保健師など 障害高齢課　内線6752
震災こころの相談 随時（土日祝日除く） 8:30～17:00 若林区役所1階窓口など 震災によるストレスやこころの相談
高齢者総合相談 随時（土日祝日除く） 8:30～17:00 若林区役所1階窓口など 高齢者の健康や介護・福祉の相談 保健師など 障害高齢課　内線6307
認知症高齢者の家族交流会 9月7日（金） 13：30～15：00 若林区役所3階健康教育室 認知症の方を介護している家族の交流会 保健師など 
認知症の介護講座と相談会 8月25日（土） 講座：13：30～14：30　相談会：14：30～16：00 若林区中央市民センター　別棟　第3会議室 講
座：医師講話「認知症の正しい理解」　相談会：相談 講座：医師
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仮設住宅やご近所で開催される催し物や相談会、
支援団体による支援情報などを紹介します。
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取材：下澤大祐＠東北大学
情報ボランティア＠仙台　ブログでも発信中です。
「絆に支えられ、地域に希望を与える自動車工場」　http://fl at.kahoku.co.jp/u/volunteer16/　より（地域SNS「ふらっと」ブログ）

◀震災直後の様子。
　2011年3月18日撮影

健康相談などのお知らせ 電話：022-282-1111（若林区家庭健康課・障害高齢課）健康相談などのお知らせ 電話：022-282-1111（若林区家庭健康課・障害高齢課）
相談名 開催日 時　間 会　場 内　容 担　当 問合先

母と子の健康相談
8月24日（金） 13：30～14：30 若林区役所3階

育児の心配や母と子の健康についての
相談 保健師・栄養士・歯科衛生士

家庭健康課
内線6772

8月14日（火） 9：30～10：30 七郷保健センター
9月7日（金） 9：30～10：30 六郷保健センター

子どものこころの
相談室

8月23日（木）
9月13日（木） 午後・予約制 若林区役所3階 震災後の子どものこころの健康に関す

る相談（要予約） 児童精神科医

健康づくり講話
8月30日（木）

13：30～14：30 若林区役所3階　
健康教育室

「続く「せき」が心配な方のために」 はやし内科クリニック　医師 家庭健康課
内線6785健康づくり相談 14：30～15：30 健康相談 保健師、栄養士、歯科衛生士

こころの健康相談
8月16日（木）
8月28日（火）
9月6日（木）

13：30～16：00 若林区役所3階 こころの健康に関する相談（要予約）
精神科医師、精神保健福祉相
談員、保健師など

障害高齢課
内線6752

震災こころの相談 随時
（土日祝日除く） 8：30～17：00 若林区役所1階窓口

など 震災によるストレスやこころの相談

高齢者総合相談 随時
（土日祝日除く） 8：30～17：00 若林区役所1階窓口

など 高齢者の健康や介護・福祉の相談 保健師など

障害高齢課
内線6307

認知症高齢者の
家族交流会 9月7日（金） 13：30～15：00 若林区役所3階

健康教育室
認知症の方を介護している家族の
交流会 保健師など

認知症の介護講座
と相談会 8月25日（土） 講　座：13：30～14：30

相談会：14：30～16：00

若林区中央市民
センター　別棟
第3会議室

講　座：「本人が安心できる接し方につ
いて」
相談会：相談

講座：「認知症の人と家族の会」
宮城県支部代表関東澄子氏

相談名 開催日 時　間 会　場 内　容 担　当 問合先

母と子の健康相談
　 7 月27日（金）★ 13：30～14：30 若林区役所3階 育児の心配や母と子の健康についての相談

★保健センターでの歯科相談は隔月で行い
ます

保健師・栄養士
★の日は歯科衛生士もおります

家庭健康課
内線6772

7 月10日（火） 9：30～10：30 七郷保健センター
8 月 3 日（金） 9：30～10：30 六郷保健センター

子どものこころの
相談室

7 月12日（木）
7 月26日（木）
8 月 9 日（木）

午後・予約制 若林区役所3階 震災後の子どものこころの健康に関する相
談（要予約） 児童精神科医

健康づくり講話
7 月18日（水）

13：30～14：30 若林区役所3階
健康教育室

「頻尿・尿失禁などの悩みについて」 河原町泌尿器科　医師 家庭健康課
内線6785健康づくり相談 14：30～15：30 健康相談 保健師、栄養士、歯科衛生士

こころの健康相談

7 月11日（水）
7 月19日（木）
7 月24日（火）
8 月 2 日（木）
8 月 8 日（水）

13：30～16：00 若林区役所3階 こころの健康に関する相談（要予約）
精神科医師、精神保健福祉相
談員、保健師など

障害高齢課
内線6752

震災こころの相談 随時（土日祝日除く） 8：30～17：00 若林区役所1階窓口
など 震災によるストレスやこころの相談

高齢者総合相談 随時（土日祝日除く） 8：30～17：00 若林区役所1階窓口
など 高齢者の健康や介護・福祉の相談 保健師など

障害高齢課
内線6307認知症高齢者の家

族交流会 7 月13日（金） 13：30～15：00 若林区役所3階
健康教育室 認知症の方を介護している家族の交流会 保健師など

〝
●
●
●
●
●
●
●
〞

巡回相談
　地域支えあいセンターによる巡回相談です。生活上の
困りごとなどの相談に応じています。
対象  主に借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方

巡回相談（7月10日～8月10日　9：30～15：00）
▼七郷市民センター 7月13日、20日、27日
   8月3日、10日
▼若林市民センター 7月24日　
▼沖野市民センター 7月21日　
▼六郷市民センター 7月11日、18日、25日
   8月1日、8日
▼荒町市民センター 7月18日、8月1日　
▼JR南小泉アパート（10：00～15：00）　7月28日
※常設の「支えあいセンターわかばやし」もご利用ください
住所  若林区中央市民センター別棟2階（保春院前丁3-4）
022-781-0559（開所時間／8：30～17：00、相談受付／9：
30～15：00、休／日・月曜日、祝日の翌日、年末年始）
問  022-217-7234仙台市社会福祉協議会　中核支えあいセンター

巡回相談
　地域支えあいセンターによる巡回相談です。生活上の
困りごとなどの相談に応じています。
対象  主に借り上げ民間賃貸住宅にお住まいの方

巡回相談（8月10日～9月10日　9：30～15：00）
▼七郷市民センター　8月10日、24日、31日　▼若林
市民センター　8月28日　▼沖野市民センター　8月25
日　▼六郷市民センター　8月22日、29日　▼荒町市民
センター　8月22日
※常設の「支えあいセンターわかばやし」もご利用ください
住所  若林区中央市民センター別棟2階（保春院前丁3-4）
022-781-0559（開所時間／8：30～17：00、相談受付／9：
30～15：00、休／日・月曜日、祝日の翌日、年末年始）
問  022-217-7234仙台市社会福祉協議会　中核支えあいセンター

復興バザー・フェスティバル
　多数の品物を安価で提供する復興バザー、久しぶりの
出会いに和む喫茶コーナー、似顔絵師の登場やミニコン
サート、子ども遊びのコーナーなどが開かれる3日間のバ
ザー・フェスティバルです。家族連れでどうぞ。
対象  どなたでも参加できます　所  七郷市民センター
時  7月13日（金）～15日（日）10：00～15：00
【ボランティアも同時募集】
イベント運営の簡単なお手伝いをしてくれるボランティアを
募集しています。事前に連絡をいただくか、当日会場の
総合案内所に申し出てください
問  090-3385-5567六郷・七郷コミネット　復興バザー・
フェスティバル運営委員会（長山）

荒浜地区で唯一再開した自動車工場にて。
仕事場での渡辺アキコさん

多重債務無料法律相談会
　借金・多重債務問題の相談を、弁護士が無料でお受け
します。予約制です（30分間）。
対象  市内在住、在学または在勤している方
時  7月26日（木）、27日（金）10：00～12：00、13：00～16：00
会場  仙台市消費生活センター
申込方法  7月9日（月）から7月20日（金）までに、電話でお申
し込みください
問  022-268-7867　仙台市消費生活センター
　青葉区一番町4-11-1　141ビル5階（受付9：00～18：00）

仕事に就きたい方をサポートします
　仕事探しを総合的にサポートする就労支援相談センター
「わっくわあく」が誕生しました。企業と求職者をつなぐこ
とはもちろん、日常生活のサポートや就労前トレーニング、
就職後まで継続的に支援します。利用無料。
対象  震災で職を失った方や、能力・経験不足・ブランクなど
で就労が難しいと感じている市内の仮設住宅にお住まいの方
支援内容  はじめに面談を行います（要予約）。その後個別の
サポート計画を作成し支援を実施します
受付時間  9：30～17：00（土・日曜日、祝日、年末年始は休み）
問  パーソナルサポートセンター就労支援相談センター
「わっくわあく」　青葉区二日町6－6　シャンボール青葉2
階　予約専用電話／022-395-6323

-被災地の記憶を想う-
「RE:プロジェクト」記録展
　東日本大震災により甚大な被害を受けた地域で紡がれ
てきた豊かな記憶を、写真と言葉で振り返る記録展です。
入場無料。
対象  どなたでもご覧いただけます
時  開催中（7月27日（金）までの平日9：00～17：00）
所  仙台市役所1階ギャラリーホール
内容  写真・証言パネル約150点の展示など
問  022-301-7405公益財団法人仙台市市民文化事業団事
業課　Eメール：info@sendaicf.jp

お客さんや親戚の力も借
りて事業を再開した現在
の深沼自動車整備工場

▶

聴覚障がい者向けの代理電話支援
　耳に障がいがある方と健聴者の電話を通訳する代理電
話支援を行っています(要登録、利用無料)。健聴者が話
す内容をオペレータが携帯メールやFAX、テレビ電話な
どを用いて手話・文字で通訳します。他にテレビ電話で
の遠隔通訳、臨時災害FM情報の文字化も行っています。
対象  被災3県（宮城・福島・岩手）にお住まいの聴覚障が
いがある方
申込方法  希望者のお名前・住所・FAX・音声電話（利用可
能な方）・メールアドレス・生年月日・性別を明記し、別途、
身体障がい者手帳のコピーを添えて、FAX、Eメール、
Webで登録ください
問・申  FAX：0120-522-899日本財団　遠隔情報・コミュニ
ケーション支援センター
Eメール：nf-support@plusvoice.jp
Web：http://plusvoice.jp/nf-support/

多重債務でお悩みの方はいませんか？
　東北財務局では専門相談員を配置し、自らの収入で返
済できないほどの借金を抱え悩む方々の相談に応じてい
ます。必要に応じて弁護士・司法書士にも引継ぎます。
対象  多重債務でお悩みの方（自営業者も含む）
時  月～金曜日9：00～17：45（祝日除く）
問  022-266-5703（直通）、022-263-1111（内線3080）
東北財務局　金融監督第三課（青葉区本町3-3-1）
［相談無料・秘密厳守］

荒浜地域お盆供養会のお知らせ
震災被害者に向けた盆供養を下記の日程で行います。
対象  荒浜地区にお住まいだった方
〈盆の入り・高灯ろうの設置〉　日時  8月13日（月）18：00～
内容  浄土寺住職の供養と吉水講のご詠歌
〈盆踊り〉　日時  8月15日（水）18：00～
会場  どちらも荒井小学校用地仮設住宅広場　※小雨決行
〈送り盆・灯ろう流し〉
日時  8月18日（土）15：00～　会場  荒浜貞山堀
主催  荒浜新町、荒浜北、荒浜東、荒浜西、荒浜南の5町内会
※ 灯ろうは各自持参。当日参加できない方は、17日まで
荒井小学校用地仮設集会所まで届けてください
※駐車場に限りがあります。乗り合いにご協力ください

町田宗鳳先生の「風の集い」
　広島大学大学院教授の町田宗鳳先生による、日本の禅
を現代人向けにアレンジした“SOHO禅”の体験座談会。
「ありがとう」とゆっくり発声しネガティブな気持ちにも効
果がある画期的な瞑想法です。
対象  どなたでも参加できます。申込不要
日時  8月26日（日）14：00～17：00
会場  仙台市福祉プラザ11階（青葉区五橋2-12-2）
参加費  被災された方は無料、一般参加2000円
問  090-3420-8622風の集い事務局（河原）

大崎八幡宮雅楽演奏会「雅楽の夕に、」
　震災復興をテーマとした、参加型の雅楽演奏会。雅楽
のプロによる演奏や雅楽の唱歌を一緒に歌います。
対象  どなたでも参加できます。参加無料。
日時  8月13日（月）16：00～18：00
会場  大崎八幡宮境内（青葉区八幡4-6-1）
内容  雅楽の演奏、災害復興についてのトークなど
問  022-234-3606　大崎八幡宮社務所

母と子の健康相談 8月24日（金） 13:30～14:30 若林区役所3階
 8月14日（火） 9:30～10:30 七郷保健センター
 9月7日（金） 9:30～10:30 六郷保健センター 育児の心配や母と子の健康についての相談 保健師・栄養士・歯科衛生士 家庭健康課　内
線6772
子どものこころの相談室 8月23日（木）、9月13日（木） 午後・予約制 若林区役所3階 震災後の子どものこころの健康に関する相談（要予約） 
児童精神科医
健康づくり講話  講話：13:30～14:30  講話：「続く「せき」が心配な方のために」 講話：はやし内科クリニック　医師
健康づくり相談 8月30日（木） 相談：14:30～15:30 若林区役所3階　健康教育室 相談：健康相談 相談：保健師、栄養士、歯科
衛生士 家庭健康課　内線6785
こころの健康相談 8月16日（木）、28日（火）、9月6日（木） 13:30～16:00 若林区役所3階 こころの健康に関する相談（要予約） 精神科医師、精
神保健福祉相談員、保健師など 障害高齢課　内線6752
震災こころの相談 随時（土日祝日除く） 8:30～17:00 若林区役所1階窓口など 震災によるストレスやこころの相談
高齢者総合相談 随時（土日祝日除く） 8:30～17:00 若林区役所1階窓口など 高齢者の健康や介護・福祉の相談 保健師など 障害高齢課　内線6307
認知症高齢者の家族交流会 9月7日（金） 13：30～15：00 若林区役所3階健康教育室 認知症の方を介護している家族の交流会 保健師など 
認知症の介護講座と相談会 8月25日（土） 講座：13：30～14：30　相談会：14：30～16：00 若林区中央市民センター　別棟　第3会議室 講
座：医師講話「認知症の正しい理解」　相談会：相談 講座：医師



ワイワイと、にぎやかに作業するのが秘訣です！
「枝豆は失敗しちゃったけど、レタスやトマトは成功です。キュウリは、虫がついちゃってちょっと心配ですね」
大きな目をくるくるさせながら、いつも笑顔の石塚晶子さんは、
卸町5丁目公園町内会の「はたけくらぶ」で部長を務めています。
支援で届いた土や苗、種を有志で栽培したのが始まりで、
「せっかくだからサークルを作りましょう」との声が高まり、
20才代から80才代まで、22名の参加を得て発足しました。
農家の方や家庭菜園のベテランもいて、「無農薬で栽培する」
「楽しく作っておいしく食べる」を目標に、日々の畑作業をしています。
「私のような素人からベテランまでいるんだから、意見が食い違うのは当たり前ですよ。
喧嘩しながらも、最後は話し合いで決着する、そんな雰囲気が自然に出来ていましたね」
「歩く事がやっとのお年寄りでも、畑作業をしている間はキリッとしているんですよ。
ひとり住まいの方の安否確認にもなるし、何よりも生き生きしている姿がうれしいじゃないですか」
部長になってからは、住人皆の健康にも気を配りたい、と考えるようになった石塚さんです。
「皆、家族なんだから。縁があって、この仮設住宅に集まった人たちは、
いつの日か離れてしまう運命だけど、ここに暮らしている間は家族同然ですよ」
石塚さんと「はたけくらぶ」は、野菜だけでなく、人のつながりも育てています。

愛情込めて、おいしくな～れ！

「はたけくらぶ」の部長さん

第 9号

今月の
ひと

震災復興 地域かわら版
http://www.sendai-mirain.com　

「みらいん」は、

震災からの復興に向けて

歩むまち・仙台の “ひと”と “地域 ”の

今を結ぶ情報紙です。

◀プレハブ住居が並ぶ通路
の両脇に、枕木で囲んだ
黒々とした土と、盛んに
空を目指す緑の葉が茂っ
ています。「今度は、有機
栽培に挑戦したいですね」
と石塚さん
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柏崎　潤（かしわざき　じゅん）
日本睡眠学会認定歯科医、クリニック内で『ジュン先生の歯楽教室』を開催するなど、歯と健康に関するトータ
ルアドバイザーでもある。ホームページ http://www.junshika.jp/
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パ ズ ルク ロ ス ワ ー ド
①仙台七夕といえばこの曲、島倉千代子の『七夕○○○』
②八木山動物公園でこの夏、人気者の予感。６月に誕生した、
○○○○○のヒナ
③塩辛にしたり、ソーメンのように食べたり
④天気予報で発表される○○○は様々。洗濯や紫外線、不快などが
⑦もち米を蒸した米飯
⑨７月の第３月曜日は、○○の日
⑪仙台市に発祥の店がある夏の風物詩、○○○中華
⑬勾当台公園に銅像もある、仙台市出身の大横綱・谷風。年２場所
の時代に横綱○○○は１０場所を数えました
⑭「たまや～」「かぎや～」。仙台市をはじめ、８月は各地で○○○大会
が夏の夜を彩ります
⑮農地再生の｢菜の花プロジェクト｣によって、塩害に強い菜の花が栽
培され、○○○油が作られます
⑯疲労をかえりみずに没頭するのは、○○を詰める
⑰七夕の彦星の別名は、○○飼い星

①お出かけの日に雨が降ったりすると、「日ごろの○○○○が悪いから
…」なんてセリフが
④甘辛く味付けた仙台味噌をこれの葉に巻き、焼いても揚げても美味
⑤ロンドン五輪、３位の選手には○○メダル
⑥混沌、無秩序の意味で、宇宙誕生以前を指したり
⑧農業をやめて他の仕事に就くこと
⑩私費に対して
⑫地下鉄南北線は、泉中央駅から○○○○駅を結びます
⑭アナログ時計の文字盤で追いかけっこ
⑮蔵王町や利府町で収穫が盛んな果物。幸水や長十郎などが
⑯仙台七夕の時期によく流れるメロディ、『青葉城○○○○』
⑱市街地の美しい眺めを維持するよう定める、○○○地区
⑲仙台市にゆかりのある新作映画を市が全面的にバックアップし、地
域振興へとつなげるのが、仙台○○○認定制度
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　仙台育英が夏の甲子園宮城県代表になりました。
エースの渡辺郁也君は、荒浜小卒業生、荒浜ビッ
グウェーブでも大活躍した選手です。若林を代表す
る渡辺選手に大きな声援を送りましょう。（きくち）

　東北コットンプロジェクトの綿が製品になりまし
た。エスパルで行われた販売イベントでハンドタオ
ルを購入したのですが、肌触りがとてもよく、なん
だかもったいなくて使えません。　　（佐藤）

お住まいを移転されると、移転先に「みらいん」が届かなくなる可能性が
あります。引越し後もひき続き購読を希望される方は、編集部までご一報
ください。
宛　先：〒984-0011 仙台市若林区六丁の目西町2-12　「みらいん」編集部
T E L：022-390-5755
FA X：022-390-5756　　e-mail：kawara@mmmm.or.jp 
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